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語・ギリシア語からの意味借用を扱ったもの (Betz ， Werner (1949). Deutsch und Lateinisch: Die 
Lehnbildungen der Althochdeutschen Benediktinerregel. Bonn: Bouvier / Gneuss , Helmut (1955). 
Lehnbildungen und Lehnbedeutungen im Alt-englischen. Berlin: Erich Schidt Verlag) 、②十九~二十世紀
以降のアメリカやヨーロッパにおける英語などの言語を第二言語とする移住民の言語やバイリンガル社
会における意味借用を扱ったもの (Haugen， Einar (1950). “ The Analysis of Linguistic Borrowing" 
Language. Vol. 26. No. 2. pp. 210-231/Weinreich, Uriel (1953). Languages in Contact: Findings and 
Problems. Publications of the Linguistic Circle of New York. No. 1. New York) 、③ピジン・クレオー
ルにおける下層言語(主にアフリカ諸語)からの意味借用を扱ったもの (Holm ， J ohn (1988-89) 
Pidgins and Creoles. Volume 1-11. Cambridge: Cambridge University Press/Mufwene, Salikoko S. and 
N ancy Condon (eds.) (1993) . 4斤icanisms in A斤0・American Language Varieties. Athens: The University 









度上の用語J a法学協会雑誌J 第28巻 第 5 号)、山田孝雄(一九三五) r漢文の訓読によりて伝へられ






































書記行為については、「うっすJ は「写J 字から〈書写する) (文字や文章を書写すること)・〈描写す
る) (絵や図を複製したり、自ら創作したりすること)の義を取り入れ、「あらはす」は「著J 字から〈述



































































































時代区分 西暦 文体(中古のみ) 固有義 借用義 計
上代 710-783 。 3 3 
中古 784-1191 
和文 139 12 151 
和漢混j肴文 65 70 135 
中世 1192-1599 390 75 465 
近世 1600-1867 216 101 317 
計 810 261 1071 
※訓点資料における借用義の初出年代: 平安初期頃
表 2 rあらはす」の時代ごと意味分布
時代区分 西暦 文体(中古のみ) 固有義 借用義 計




和漢混j肴丈 88 89 
中世 1192-1599 837 23 860 
近世 1600-1867 1382 465 1847 
計 2425 489 29141 
※訓点資料における借用義の初出年代: 院政初期頃
衰 3 rのる」の時代ごと意味分布
時代区分 西暦 文体(中古のみ) 固有義 借用義 計
上代 710-783 29 。 29 
中古 784-1191 
和文 397 。 397 
和漢混j肴文 462 463 
中世 1192-1599 1399 12 1411 
近世 1600-1867 2073 25 20981 
計 4360 38 43981 
※訓点資料における借用義の初出年代: 確例なし
衰 4 rのす」の時代ごと意味分布
時代区分 西暦 文体(中古のみ) 固有義 借用義 計|
上代 710・783 。 。 。
中古 784-1191 
和文 106 4 110 
和漢混j肴文 109 。 109 
中世 1192-1599 356 325 681 
近世 1600-1867 673 212 885 
計 1244 541 1785 
※訓点資料における借用義の初出年代: 平安初期頃
表 5 rあかすj の時代ごと意味分布
時代区分 西暦 文体(中古のみ) 固有義 借用義 計
上代 710-783 16 。 16 
中古 784-1191 
和文 442 6 448 
和漢混i肴文 24 4 28 
中世 1192-1599 304 173 477 
近世 1600-1867 220 14 234 
計 1006 197 1203 
※訓点資料における借用義の初出年代: 平安初期頃
衰 6 rあきらむ」の時代ごと意味分布
時代区分 西暦 文体(中古のみ) 固有義 借用義 計
上代 710-783 9 。 9 
中古 784-1191 和文
43 44 
和漢混i肴文 。 2 2 
中世 1192-1599 89 90 
近世 1600-1867 67 40 107 





































































来の意味とはかなり異なっている。また、「のる J . 1のす」の場合、〈場所〉となる文を乗り物に警え、《対
象》となる文の内容を乗り手に警えれば、〈記載する〉義と、「のる J . 1のすJ の基本義である〈乗り物
や動く物の上または中に位置を占めたり、位置させたりする〉ことと類縁性が窺える。しかし、上代・






録の国語学的研究j (東京大学出版会)に拠れば、 1.. .仮名表記に準ずる、容易に想起し得る和訓を背後
に有している」漢字の訓を指すが、峰岸は「古事記」の序文や「万葉集J における訓仮名による借字表
記の例の調査から、このような定訓が上代において既に存在していたことを明らかにしている。「うっ
す」や「のる J . 1のす」を始めとし、漢字による意味借用の多くの例は平安時代初期の訓点資料から確
認できるが、例えば、「うっす」、「のる」・「のすJ の場合、上代から「写」に「うっすJ、「載」に「のる J . 
「のす」という訓が定訓として結びついていたため、意味的類縁性の見られない用法においても訓とし

























































はすJ rのる・のすJ をもとに書記行為表現において、また、「あかすJ rあきらむ」等をもとに啓蒙表
現において起こりやすく、さらに学問用語・法制用語など、高度に体系化された文化的概念において起
こりやすいことを明らかにした。加えて、このような意味借用がおこったのは、漢文訓読という逐語訳
的翻訳システムによるところが大きいという結論も得た(第八章)。
結論においては、以上のまとめをおこなった上で、日本語における古代中国語からの言語借用を分
類・体系化し、この意味借用の位置づけをおこなった(第九章)。
漢字を媒介とした意味借用という現象はこれまでほとんど問題とされてこなかったが、本論文ではこ
の問題を言語借用という枠組みのなかに位置づけ、検討すべき課題としての位置を与えた。また、きわ
めて多くの用例にもとづき、借用の過程を精細に明らかにし、この現象が起こりやすい意味領域を示す
円i門i司，
ょ
ことに成功している。この成果は、日本語史研究・言語接触論に大きく寄与するものといえ、高く評価
できる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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